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【抄 録】 

本研究の目的は,中学校学習指導要領および中学校学習指導要領保健体育編に示されている

‟現代的なリズムのダンス”授業に関する解釈を整理し問題点を明らかにした上で,新たな教授方略

を提案することである.はじめに,教授方略に関する先行研究と同学習指導要領解説に示されてい

る内容とを照らし合わせ,現在の教授方略の分類及び問題点を検討した.その結果「自由に踊る」と

いう部分に対する解釈は「模倣・組み合わせ型」「模倣・変化型」「相互模倣型」「組み合わせ型」の

４つに分類された.過去の研究をふまえ改善すべき部分として,ヒップホップの歴史的背景やステップ

の持つ意味,創作の可能性に関して言及している実践例や研究が存在していない点があった.本論

文では,学習指導要領に示されている「自由に踊る」「踊りの由来」「動きの名称」に着目して,ヒップ

ホップの学習を深める新たな教授方略を提案する. 

 

【Abstract】 
The purpose of study is to clarify the problems related to modern rhythm dance classes and to 

propose new teaching strategies. First, we compared the previous research on teaching strategies and 
the contents shown in the course of study. We examined the classification and problems of the current 
teaching strategies. As a result, it was possible to classify the interpretation for the part of "freely 
dancing" into "Imitation / Combination type" "Imitation / Change type" "Mutual imitation type" 
"Combination type". As a part to improve based on the past study, there are some cases and studies 
not mentioning the historical background of HIPHOP, the meaning of step, the possibility of creation. 
In this paper, focusing on "freely dancing", "Origin of dancing" and "Name of movement" shown in 
the course of study, we propose a new teaching strategy to deepen HIPHOP learning. 

 

スポーツ科学研究, 16, 33-48, 2019 年, 受付日：2017 年 9 月 29 日, 受理日：2019 年 9 月 3 日 

連絡先：望月拓実 国際武道大学 299‐5224 千葉県勝浦市新官 841  

m.takumi@budo-u.ac.jp  

 

 



スポーツ科学研究, 16, 33-48, 2019年 
 

34 
 

Ⅰ.緒 言 

中 学 校 学 習 指 導 要 領 の改 訂 (文 部 科 学 省 , 

2008)に伴い,中学校体育においてダンスが必修

化された.ダンスは1989年の学習指導要領改訂

により,男女共修となった.また1999年の学習指導

要領改訂により,従来の「創作ダンス」「フォークダ

ンス」に加えて新しく「現代的なリズムのダンス」が

導入された． 

“現代的なリズムのダンス”は，「ロックやヒップホ

ップなどの現代的なリズムの曲で踊るダンスを示し

ており,リズムの特徴をとらえ,変化のある動きを組

み合わせて,リズムに乗って体幹部（重心部）を中

心に全身で自由に弾んで踊ること」(文部科学省，

2008 p.116)と定義されている.また, ‟現代的なリ

ズムのダンス”は３つのダンスの内,採択率が最も

高く(中村, 2010),生徒からの人気がある(Benesse, 

2012).一方,流行の歌手やダンスを用いたプロモ

ーションビデオをそのまま丸写しさせる授業を実

施している実態が指摘されている(中村, 2012).そ

のため,学習目標に到達する授業が行われてい

ないという教授方略1)上の問題が指摘されている

(中村, 2012).学習目標に到達する授業が行われ

ていない状態である背景として,教師が生徒に対

し自由に踊ってもよいとアドバイスをしても,どのよ

うに踊ればよいかわからないという指摘がある(淺

野ら, 2011).また,リズムの特徴を捉えることやリズ

ムに乗って全身で踊ることなど指導内容が示され

てはいるものの,教師にとっても指導内容の具体

性が欠けているためイメージすることが難しいこと

も指摘されている (宮本ら, 2012).つまり,創作ダ

ンスやフォークダンスと比較して学習目標に対応

した教授方略が定まっていないと推測される2). 

前述した教授方略上の問題を受け,これまで‟

現代的なリズムのダンス”に関する研究の現状が

整理されてきた(松尾ら, 2013;大西ら, 2016).これ

らの研究では,過去の関連研究を網羅的に整理

しており,一定の傾向 3)があることを示唆している.

しかし,いずれの研究においても「包括的に確認」

(大西ら, 2016, p.36)することや「その動向につい

て検討」(松尾ら, 2013, p.14)することに留まって

いる.また,過去の研究を整理するうえで重要な視

点となる学習指導要領および学習指導要領解説

の検討においては,「技能」部分に対する言及が

多く,「態度」「知識,思考・判断」に対する言及が

不足している.ここにも,議論の余地があるといえよ

う. 

2012 年のダンス必修化後, ‟現代的なリズムの

ダンス”は最も採択されているダンスでありながら,

創作ダンスやフォークダンスよりも多くの問題が指

摘されている.しかし,2017 年 3 月に告示された新

学習指導要領においても,ダンスに関する記述に

ほとんど変更がない.ゆえに,現行学習指導要領

をふまえた教授方略の検討は,現場の体育教師

に対するメルクマールとなる実践的価値およびこ

れまでのダンス授業研究の潮流を再整理する学

問的価値があるといえる. 

以上の背景をふまえ,本研究の目的は,中学校

学習指導要領及び学習指導要領解説保健体育

編に示されている‟現代的なリズムのダンス”授業

に関する解釈を整理し問題点を明らかにした上

で,新たな教授方略を提案することとした. 

 

Ⅱ.先行研究の検討 

１．‟現代的なリズムのダンス”の定義と研究動向 

緒言で述べた通り,「約 50 年続いた『創作ダン

ス』『フォークダンス』の 2 本立てに加えて新たに創

作学習型としての『現代的なリズムのダンス』が導

入された」(中村, 2013, p.39)背景があり,創作ダン

スやフォークダンスと比較すると歴史が浅い.ゆえ

に, ‟現代的なリズムのダンス”とは何かという明確

な定義自体も曖昧になっている部分があると考え

られる.そこで,まず‟現代的なリズムのダンス”の定

義を確認する.なお,本研究では‟現代的なリズム

のダンス”の定義について,村田ら(2004)を参考に

することとした.その理由として,村田ら(2004)は,理

論的前提として学習指導要領におけるダンスの

導入の背景及び名称,音楽としての特性と運動と

しての特性を明らかにしており,女子体育連盟の

理事長として学校体育のダンスを長年研究して

いることが挙げられる.そして,松尾ら(2013),大西ら

(2016)による‟現代的なリズムのダンス”の研究動

向の整理から,本研究で取り扱う‟現代的なリズム

のダンス”とは何かを明らかにする. 
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1) 村田ら(2004)による‟現代的なリズムのダンス”

の定義 

‟現代的なリズムのダンス”は,学習指導要領改

訂に伴う選択制・男女共修進展などダンス学習

の多様化によって,創作ダンスのみが主内容であ

る実態を見直すことがきっかけで導入された.結果

として,フォークダンスが主内容に戻り,創作ダンス

とフォークダンスを除いた「その他のダンス」を取り

扱ってよいこととなった.「その他のダンス」には,社

交ダンスやジャズダンスが挙げられ,その中に‟現

代的なリズムのダンス”も含まれている.改訂当時,

常に変化し続ける現代的な音楽やダンスに柔軟

に対応するために「現代的な」という表現が用いら

れた. 

さらに,村田ら(2004)は音楽としての特性と運動

としての特性から‟現代的なリズムのダンス”とは何

かを説明している.現代的なリズムが指し示す音

楽の範囲は,1950 年代以降に生まれた 8 ビートを

基調とした音楽を指しており,メロディーよりもビー

トを主導としてリズムを取ることを特徴としている.

実際には,現代的なリズムの特徴であるアフタービ

ート(裏打ち)や,サンバにおけるシンコペーション

双 方 に共 通 するリズムへの乗 り方 の特 徴 として

「黒人のリズム」(村田ら, 2004, p.24)の基礎となる

体幹の連動によるリズムとリズムの崩しを駆使した

動きが用いられていることを述べている. 

 

2) 松尾ら(2013)からみる‟現代的なリズムのダン

ス”の研究動向 

松尾ら(2013)は,長年学校体育におけるダンス

の実践と理論の研究が蓄積されている『女子体

育』誌を分析対象として,男女共修改訂後の 1989

年から‟現代的なリズムのダンス”が男女必修化と

なる 2012 年までの 24 年間の動向を整理した(表

１).整理方法としては,相馬(2011)の分類を参考

に「学習指導要領の改訂」「ダンス領域全体の理

論 」「授 業 実践 (小 学 校 )」「授業 実 践(中 学 校 )」

「授業実践(高等学校)」「その他(短大・大学・一

般等)」に分類し,改訂を契機とした変化を探るた

めに「共修後」5 年,「導入前」6 年,「導入後」5 年,

「必修前」5 年,「必修後」3 年とおよそ 5 年ごとに

分けて検討している. 

 

表 1 『女子体育』誌におけるリズムダンス・‟現代的なリズムのダンス”に関する 

記述件数（松尾ら，2013 をもとに筆者作成） 

松 尾 ら(2013)は,分 類 結 果 を受 けて以 下 に示

す二点の動向を示した. 

第一に,中学校期の授業実践が最も多く,研究

の中心であることが明らかとなった.小学校期や高

等学校と比較して多いという事実は, ‟現代的な

リズムのダンス”において指導する内容が定まって

いないことに加え,必修化による早急な課題解決

が求められている現状がうかがえる. 

第二に共修後から必修後に至る現在まで学習

指導要領解説において用いられているヒップホッ

プという言葉の解釈が多様なままであるなど解釈

が定まっていないことが明らかとなった.第二期に

おいて「この時期すでに用語の用い方について,



スポーツ科学研究, 16, 33-48, 2019年 
 

36 
 

混乱が見受けられる」(松尾ら, 2013, p.16)と指摘

したうえで,第三期,第四期,第五期においても同

様の指摘をしている.多くの授業実践の中で一貫

して用いられているヒップホップという言葉である

が,適切な解釈がされておらず,音楽なのかダンス

なのかが必修後まで曖昧になっている現状が示

されている. 

また,分類ごとの動向として‟現代的なリズムの

ダンス”の内容の解釈が変容していることも明らか

となった.導入期まではストリートダンスなどの規定

のステップを習得する方法がみられる.導入後も

「学習指導要領解説が示す自由な運動学習」と

「定型の運動習得学習」(中村, 2012, p.21)という

二つの対立関係が続き,指導内容は混乱が続い

ている.そして,必修化前から必修化後に至る中で,

「自由な運動学習」において教師がリードできる

簡単な模倣の動きが追加された.また,定型の運

動習得学習においてもステップを組み合わせる

中で自由性を求める実践など二つの運動学習内

容が近づいている. 

分類ごとの動向を概観すると, ‟現代的なリズ

ムのダンス”が登場して間もない時期は指導内容

がまったく確立されておらず,ひとまず既存の動き

を模倣する流れがあったことがわかる.その後,自

由と定型という二つの指導方法が対立し,いよい

よ必修化となる時点で二つの運動学習内容がそ

れぞれ持つ特徴を取り入れ始めていると考えられ

る. 

 

3) 大西ら(2016)からみる‟現代的なリズムのダン

ス”の研究動向 

大西ら(2016)は, ‟現代的なリズムのダンス”が

学習指導要領に記載されてからの文献を対象と

しているため,松尾ら(2013)と比較した場合対象

期間が短い.しかし,対象とする文献範囲は,松尾

ら(2013)が対象とした『女子体育』以外にも『比較

舞踊研究』や『舞踊學』,『体育科教育』や『体育

授業研究』まで広範囲に及ぶレビューを行ってい

る.その結果,リズム系ダンスの実践的研究には大

きく３つの特徴があることを述べている.第一に既

存の動きや振付 4)を取り上げる教授方略であり,

第二に即興的で自由な動きや振付をとりあげる

教授方略であり,第三に既存の動きや振付を創

作する 5)教授方略である.そして,前述した３つの

教授方略には意見の対立があり,学習指導要領

及び学習指導要領解説に記載されている「技能」

の部分をどう解釈するかによって指導内容に違い

がみられることを言及している.具体的には,「自由

に」という文言をどう解釈するかによって教授方略

が異なっていることに触れたうえで,運動文化財と

してどうダンスを捉えるかによって差異が生じてい

るのではないかと考察を行っている. 

 

4) 小括 

村田ら(2004)の定義する‟現代的なリズムのダ

ンス”では,現代的なリズムの音楽に合わせ,黒人

の体の使い方を用いて踊る方法が示されている.

ゆえに,松尾ら(2013)の研究でヒップホップという

言葉の解釈が曖昧になっている問題については,

「音楽」と捉えることが適切であるといえる.以上の

解釈をふまえると,動きとしてヒップホップダンスな

どで用いられるストリート系ダンスのステップを使う

旨は学習指導要領及び学習指導要領解説に記

載されてはいない.ただし,学習指導要領に記載さ

れているサンバやロック,ヒップホップなど現代的な

リズムの音楽に共通した特徴としてメロディーより

もリズム・ビートが主導的な役割を担っていること

が指摘されている(湯浅, 1996).そして,リズム・ビ

ート主体の音楽は「そのほとんどが西アフリカの黒

人音楽を起源とし」ており,「リズムダンスのルーツ

が黒人のリズムにある」(村田ら, 2004, p.24)という

指摘がある.これら二つの指摘をふまえると,黒人

のリズムを用いた体幹の動きがはじめから組み込

まれており,現代的なリズムの音楽の特徴を捉え

やすいストリート系ダンスのステップ 6)は, ‟現代的

なリズムのダンス”授業を実施するうえで有用であ

るともいえる.ゆえに、ストリート系ダンスのステップ

を用いた授業も学習指導要領に記載された内容

解釈の範囲内 7)といえるのではないか. 

また,松尾ら(2013)の研究では,「学習指導要領

解説が示す自由な運動学習」と「定型の運動習

得学習」の論争を経て,必修後ではお互いが歩み

寄っている実態が明らかとなった. 
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さらに,大西ら(2016)の研究では,松尾ら(2013)

の研究で明らかになった「自由な運動学習」と「定

型 の運 動 学 習 」の論 争 を,３つに類 型 化 してい

る.2 つの先行研究で整理された‟現代的なリズム

のダンス”における指導内容を「自由度」という観

点から整理すると,以下に示す表 2 のようになる. 

 

表 2 自由度からみた‟現代的なリズムのダンス”指導内容の傾向(筆者作成) 

 

まず,原則として自由に踊る部分が排除された

「定型の運動学習」「既存の動きや振付」が挙げ

られる.「リズム系ダンスの指導においても『自由』

に踊 らせることは現 場 では嫌 厭 とされ」(大 西 ら, 

2016, p.38)という指摘があることから, ‟現代的な

リズムのダンス”指導経験が浅い教師にとっては

導入しやすい指導内容と推測される. 

次に,既存の動きをいくつか習得したうえで,順

番を並べ替えるなどの工夫を行う「定型の運動学

習＋組み合わせ」が挙げられる.自ら即興的に動

きを創作するわけではないため,学習指導要領に

記載されている「変化のある動きを組み合わせて」

という部分を反映させた指導内容と推測される. 

つづいて,既存の動きを習得しつつ,自由に踊

る部分を持ち合わせた「既存の動きや振付を工

夫,創作」「自由の中に定型を組み込む」が挙げら

れる.「工夫,創作」とは「空間や時間の要素を加え

創作して踊る」「予め準備しておいた振り付けの

中に学習者が自由に踊ってよい部分を設けてい

る」方法(大西ら, 2016, p.38)であり,既存の動きを

中心としつつ自由に踊る部分を設けた指導内容

である.一方,「自由の中に定型を組み込む」は動

きを教師がリードしつつ生徒とともに創作する指

導内容である. 

最後に,即興的に動きを生み出していく「自由

な運動学習」「即興的で自由な動き」が挙げられ

る.この指導内容は,創作ダンスの指導は自由で

あるがゆえに難しい(原田, 2002;伊藤ら, 2000)と

いう指摘と重なる点がある.ゆえに,生徒の積極的

な創作活動に授業内容が左右されることから難

易度が高い指導内容であると推測される. 

  

２．教授方略に関する研究動向 

 緒言で述べたように, ‟現代的なリズムのダンス”

は学習指導要領の解釈に余地があると考えられ

ている.そして,松尾ら(2013),大西ら(2016)の研究

では,学習指導要領および学習指導要領解説の

内,特に「自由に踊る」という部分に対する解釈が

多様となっている.よって,まず‟現代的なリズムの

ダンス”授業における教授方略の内,「自由に踊る」

という部分に関連する先行研究を改めて整理す

る.そして,学習指導要領を分析視点として,先行

研究が「自由に踊る」という部分に対しどのように

解釈しているかを比較し,問題点を抽出する. 

まず,「自由に踊る」という部分に着目している

先行研究を整理する.解釈が多様である「自由に

踊る」については,実際に様々な視点から研究が

行われている.ここでは,「１．‟現代的なリズムのダ

ンス”の定義と動向」における松尾ら(2013)で整理

された授業実践研究に加え,学術論文・学会発

表として「自由に踊る」に着目し,教授方略の内容

まで言及した研究を整理する.そして,これまでの

研究で指摘された内容をふまえて,自由に踊ると

いう概念に対する解釈を再検討する. 

『女子体育』では,1999 年に選択科目として‟現

代的なリズムのダンス”が追加される前後から,数

多くの授業実践研究が紹介されている.本研究で

は,数多くの授業実践研究,学術論文・学会発表

の内,「自由に踊る」という部分に言及している研

究を抽出し整理した(表３). 
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表 3 「自由に踊る」に関連する先行研究一覧(筆者作成) 

 

先行研究を整理した結果, ‟現代的なリズムの

ダンス”の教授方略は「自由に踊る」という部分の

解釈によって大きく「複合型」「模倣・変化型」「模

倣・組み合わせ型」「相互模倣型」という 4 種類に

大別できると考えられる. 

「模倣・組み合わせ型」は,事前に教師による一

斉指導などで覚えた動きを,順番を並べ替えるな

ど組み合わせることから「自由に踊る」を担保して

いる教授方略となっている.他の教授方略と異なり

生徒自らが新しい動きを創出する授業は重視さ

れておらず,ステップの習得や動き続けることなど

「踊る」を重視していると判断できる. 

「模倣・変化型」は,事前に教師による一斉指

導などで動きを教えた後に,その動きを変化させる

ことで「自由に踊る」を担保させる教授方略となっ

ている.「動き」に関しては４つくらいの動き(宮本, 

2001)と特定のステップを用いない場合や既存の

ステップを用いる場合(望月ら, 2013)など多岐に

わたる. 

「相互模倣型」は,2 人～6 人によるグループワ

ークの中でリーダーを決め,リーダーが考えた動き

を真似する中で「自由に踊る」を担保する教授方

略となっている.本研究で整理した先行研究の中

で 最 も 実 施 さ れ て お り , 「 複 合 型 」 で あ る 川 村

(2009) や 「 模 倣 ・ 組 み 合 わ せ 型 」 で あ る 宮 本

(2014)でも一部取り入れられている. 

「複合型」は,一つの単元内で, ‟現代的なリズ

ムのダンス”だけでなく創作ダンスやフォークダン

スも実施する教授方略となっている.複数のダンス

を一つの単元内で実施するため,総時間数が 12

単位時間～13 単位時間と,一般的な 8 単位時間

より長い時間数が設けられている.また,創作ダン
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スを実施しているため,「自由に踊る」ことに関して

は,創作ダンスにおける「創作」によって担保して

いる.「複合型」における 4 つの先行研究において

は,いずれも‟現代的なリズムのダンス”を始めに行

ったうえで創作ダンスに入っていくという共通した

特徴がみられた.この特徴は, ‟現代的なリズムの

ダンス”が「ロックのリズムは,リズムに乗って弾んで

踊るので,ダンスに苦手意識を持つ生徒にも取り

組みやすく,心を開放して踊ることで恥ずかしいと

いう気持ちを取り除くきっかけになる」(川村, 2013, 

p.24)こともあり,導入運動として向いていることに

起因する. 

以上のように,「自由に踊る」という言葉に対する

解釈の違いによって教授方略が異なっている実

態を再整理した.「１．‟現代的なリズムのダンス”の

定義と研究動向」から導き出した‟現代的なリズム

のダンス”の分類では,「自由度なし」「自由度低」

「自由度中」「自由度高」と 4 分類あり,そのうち「自

由度なし」以外の３つが「自由に踊る」という部分

を何らかの形で反映した内容になっている.今回

教授方略の内容という観点から再検討した結果,

さらに細かい 4 分類に分けられる可能性が考えら

れる. 

 

３．学習指導要領の解釈に関する研究動向 

次に,先行研究と学習指導要領を照らし合わ

せる前段階として,学習指導要領に対する解釈を

示す.学習指導要領は「全国のどの地域で教育

を受けても,一定の水準の教育を受けられるように

するため」に「学校教育法等に基づき,各学校で

教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準」で

ある(文部科学省,2011).また,学習指導要領は告

示ではあるものの,法的拘束力も認められている

(学制百二十年史編集委員会).ゆえに,大枠とし

て学校側は学習指導要領で定められた教育課

程に沿って授業を行う必要がある.また,学習指導

要領は,法令である学校教育法に基づき定められ

た政令である学校教育法施行令の下位法である.

そして,省令である学校教育法施行規則の規定

を根拠として定められたものである.つまり,法令そ

のものではないものの,通達などとならび法令に準

ずるものとして取り扱われている.ゆえに,学習指導

要領に記載された内容に対しては,条文と同じく

多様な解釈があり,学説が存在しているという点に

留意しなければならない. 

学習指導要領の告示の後に公開される学習

指導要領解説は,学習指導要領で示された内容

がより詳細かつ明確に表され具体例も示されてい

る.ゆえに,授業を行う教員にとっては体育授業の

教科書としての意味合いもあることが述べられて

いる(加藤, 2018).ゆえに,実際に授業を行う際に

用いられる教科書は,学習指導要領に記載され

ている内容を解説した学習指導要領解説を参考

に作成されている場合が多い 8).よって本研究で

は,学習指導要領で述べられた内容に対する解

説 である学 習 指 導 要 領 解 説 に記 載 されている

「現代的なリズムのダンス」の内容を確認し,教授

方略に関する先行研究と照らし合わせる.そして,

照らし合わせからこれまで整理した教授方略を再

検討し,新しい教授方略の提案を行う. 

 

1) 中学校学習指導要領解説保健体育編（文部

科学省, 2008）における「現代的なリズムのダンス」 

中学校学習指導要領解説保健体育編（文部

科学省, 2008）における「現代的なリズムのダンス」

は,運動領域の一つである「G ダンス」の一つとし

て分類されている.ダンスでは大きく「技能」「態度」

「知識,思考・判断」の 3 つが学習内容として求め

られている. 

「技能」は,「創作ダンス」「フォークダンス」「現代

的なリズムのダンス」と３つのダンスそれぞれに対

応する内容が記載されている.それぞれのダンス

で異なる目標が設定されており,「現代的なリズム

のダンス」では使用する音楽や体幹を使った動き

の特徴などが記載されている. 

「態度」は,３つのダンスに共通する内容であり,

「ダンスに積極的に取り組むとともに，よさを認め

合おうとすること,分担した役割を果たそうとするこ

となどや,健康・安全に気を配ることができるように

する」と記載されている. 

「知識,思考・判断」も,「態度」と同じく３つのダ

ンスに共通する内容である.「ダンスの特性,踊りの

由来と表現の仕方,関連して高まる体力などを理

解し,課題に応じた運動の取り組み方を工夫でき
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るようにする」と記載されており,文化としてダンス

がどのように用いられてきたかや,運動としてダンス

がどのように体力向上に役立つかを理解する内

容である. 

 ３つの学習内容を概観すると「技能」のみ,ダ

ンスごとに別れており「態度」「知識,思考・判断」

については,ダンスの種類に関係なく共通する学

習内容であることがわかる.ゆえに,どのダンスを授

業として取り扱う際も,「態度」「知識,思考・判断」

で述べられている内容を反映した授業内容にす

る必要がある9). 

 

2) 「内容の取扱い」からみる学習内容 

 学習指導要領解説(2008)における「内容の取

扱い」では,「『Ｇダンス』の(1)の運動については,ア

からウまでの中から選択して履修できるようにする

こと」と記載されている.つまり,創作ダンス・フォー

クダンス・現代的なリズムのダンスすべての授業が

できる準備をしたうえで,子どもに選択させて履修

させる必要がある.しかし,実際には学校側が種目

を一つ選択する実態があり,事実上子どもが種目

を選択することはできない(中村・浦井, 2005). 

また,「態度」「知識,思考・判断」は共通項目で

あり,どのダンスを選択したとしても学習する内容と

なる.しかし,「技能」については学校が選択した種

目によって異なり,子どもが学習したかった内容を

学習できない事態が起こりうる.ゆえに,どの種目を

選択したとしても,ダンス授業で学ぶべき「技能」の

内容を反映した教授方略が必要になるとも考えら

れる. 

 

3) 学習指導要領解説(2008)と先行研究におけ

る‟現代的なリズムのダンス” 

教授方略の比較 

1), 2)における検討から, ‟現代的なリズムのダ

ンス”教授方略を検証するうえでは,「共通学習内

容である『態度』や『知識,思考・判断』まで反映さ

せる必要がある」「どのダンスを選択したとしてもダ

ンス授業で学ぶべき技能の内容を反映させる必

要がある」という留意点が示唆された.3)では,前述

した二つの留意点をふまえ,先行研究で取り扱わ

れている授業実践研究と学習指導要領解説を比

較し,学習指導要領解説がどの程度反映されて

いるかを「複合型」「相互模倣型」「模倣・変化型」

「模倣・組み合わせ型」という４つの分類から検証

する. 

まず,「複合型」では, ‟現代的なリズムのダンス”

の他に,創作ダンスやフォークダンスも実施してい

る.ゆえに,「態度」や「知識,思考・判断」の反映や,

他 の ダ ン ス に お け る 技 能 も 学 習 す る こ と が で

き,1),2)から抽出された留意点を考慮した教授方

略であるといえる.しかし,「複合型」で示された教

授方略は,12時間～13時間と極めて長く,多くの

学校で実施が困難と考えられる.また, ‟現代的な

リズムのダンス”授業としての「知識,思考・判断」

や「自由に踊る」が考慮されているわけではなく,

他のダンスで学習する内容をそのまま転用してい

る部分が存在する.よって,ひとつの‟現代的なリズ

ムのダンス”教授方略として取り扱われるかは判

断が難しい. 

次に,「相互模倣」では,リーダーの真似をすると

いう方法が用いられている.しかし,リーダー自身が

どのように「自由に踊る」のか言及されていない.つ

まり,「生徒に『自由に踊ってよい』と言ったとしても,

『どのように自由に踊っていいのかわからない』と

なりかね」(淺野ら, 2011, p.57)ないという問題点

に対し,根本的な解決には至っていないと推察さ

れる.また,1)で言及した留意点の内「知識,思考・

判断」に該当する項目である「踊りの由来がわか

る動作」「ダンスの名称や用語」などが反映されて

いない教授方略となっている. 

つづいて,「模倣・変化型」では,原則として既存

のステップなどを用いた模倣から始まり,動きの一

部を変化させる方法(表3 模倣・変化型における

概要を参照)を用いている.ゆえに,「自由に踊る」

という部分においては「どのように自由に踊ってい

いのかわからない」(淺野ら, 2011, p.57)という問

題が起きにくいと予想される.また,既存のステップ

を「踊りの由来がわかる動作」「ダンスの名称や用

語」に反映させた動きとして採用することによって,

「知識,思考・判断」に記載された内容を反映させ

ている教授方略もみられる(望月ら, 2013).ただし,

「模倣・変化型」では,与えられた動きの一部を変

化させることに留まってしまうため,「多様なテーマ」
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や「表したいイメージ」といった‟現代的なリズムの

ダンス”以外の「技能」における学習内容までは反

映できていない教授方略となっている. 

最後に,「模倣・組み合わせ型」では,前述したと

おり生徒自身が動きを創出する要素が担保され

ていない.また,既存のステップなど決められた動き

を用いているため「踊りの由来がわかる動作」「ダ

ンスの名称や用語」といった「知識,思考・判断」の

学習内容を反映させやすいと考えられるものの,

実際の教授方略では反映されていない. 

以上,４つの類型からダンス教授方略の検討を

行った.検討の結果,先行研究の中で,学習指導

要領解説に示された内容である「技能」「態度」

「知識,思考・判断」全てを網羅している教授方略

はまだ見当たらないことが明らかとなった. 

 

４．先行研究のまとめ 

“現代的なリズムのダンス”における定義と研究

動向を整理した結果,定型のステップを用いて踊

る「定型の運動習得学習」という自由度のない教

授方略から,定型のステップはなく即興的に動き

を創出する「自由な運動学習」まで存在しており,

学習指導要領に対する解釈が多様であることが

再確認された.そして,教授方略の先行研究を整

理した結 果 ,「自由に踊 る」という部 分の解 釈を,

「複合型」「相互模倣型」「模倣・変化型」「模倣・

組み合わせ型」と類型化することができた.さらに,

学習指導要領解説の再検討から,前述した4つの

類型すべてにおいて何かしら学習指導要領解説

の内容が反映されていないという実態がみられた.

ゆえに,「知識,思考・判断」を反映し,かつ「多様な

テーマ」「表したいイメージ」など「技能」において

反映されていない部分を加味した教授方略を提

案する必要性が示唆された. 

 

Ⅲ.教授方略の提案 

１．新教授方略の開発における修正点 

先行研究の整理と検討及び学習指導要領解

説の解釈から,これまでのダンス教授方略におい

ては「自由に踊る」の達成及び「知識,思考・判断」

の不足が課題として指摘された.これらの課題を

解決した教授方略を開発するために,「Ⅱ先行研

究の検討」で示した実態をふまえた修正案を検

討する. 

はじめに,学習指導要領解説における「知識,

思考・判断」の内「踊りの由来」「動きの名称」が反

映されていないという実態に対しては,動きの由来

が明らかでありその動作に名称がついているステ

ップを用いることで修正を試みる.ゆえに,本稿で

提案する教授方略では既存のステップを用いた

内容となる.本稿で整理した先行研究の内,「踊り

の由来」「動きの名称」が反映されている教授方

略 は望 月 ら(2013)が挙 げられる.よって,今 回 は

「模倣・変化型」である望月ら(2013)の教授方略

をもとに,新教授方略を提案する. 

 

表4 ‟現代的なリズムのダンス”教授方略(望月ら, 2013をもとに筆者作成) 
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望月ら(2013)が開発した教授方略では,「動き

の説明・由来の説明」として動きの由来がわかり,

名称がついているステップ 10)を用いており,「知識,

思考・判断」を満たしている.また,一斉指導でステ

ップを習得した上で「技術の応用,創作」としてグ

ループワークで「自由に踊る」を担保する形式をと

っている.しかし,「技術の応用,創作」は「一斉指

導で学んだステップを用いるが,手の動き,顔の動

き,上半身の動きなどに制限などはないので自分

で考えて応用すること」(望月ら, 2013 pp.35-36)と

定義されている.ここで,先行研究の検討によって

示された一部の技能が反映されていないという点

に言及する.具体的には,望月ら(2013)は動作を

自分で考えて創作するものの,「多様なテーマ」や

「表したいイメージ」が存在するわけではない.よっ

て,本研究では「技術の応用,創作」で行う内容に

修正を加える.また,望月ら(2013)では,「アップ＆

ダウン実践」を,リズムの特徴を捉える手段としてオ

リエンテーションで行っている.しかし,リズムの取り

方が説明されておらず,すぐに動作に入る内容で

あるため,「シンコペーション」や「アフタービート」と

いった学習指導要領解説に示されているリズムの

特徴が学習されていない.よって,本研究ではリズ

ムの特徴の捉え方も学習内容として追加する. 

 

２．新教授方略の提案 

望月ら(2013)の教授方略に対する修正を検討

した結果,大きく３つの箇所に変更を加えた（表 5）. 

1 つ目として,「リズムの特徴・捉え方の説明」が

追加された.「リズムの特徴を捉え」という学習指導

要領解説の内容を反映し,よりリズムの捉え方を

理解しやすい教授方略に変更した. 

2 つ目として,「技術の応用・創作」に「グループ

でテーマを選定」が追加された.ただ動きを変化さ

せるだけでなく,グループで決めたテーマに沿って

動きを変更する内容となり,「多様なテーマ」や「表

したいイメージ」を用いる内容となる.また,「多様な

テーマ」や「表したいイメージ」を想起する際に,用

いるステップの「動きの由来」は重要な示唆となり

得る.用いるステップを維持しつつ,グループで考

えたテーマを反映させやすい動きとして,「ウォータ

ーゲート」「ランニングマン」「ベビーシッター」という

３つのステップを一例として提示する(表 6). 

表 6 では,各ステップの由来に対し,「創作のヒン

ト」として踊りの由来を抽象化して記載している.抽

象化した表現では,「手に何かを持って右往左往

している」「人が走っている」など,一定の決まりを

設けたうえで,「何を持っているか」「どのように走っ

ているか」などイメージやテーマをもって自由に創

作する部分を残している.この方法は,自由に踊っ

てよいといってもどう踊っていいかわからない(淺

野ら, 2011;宮本ら, 2012)という先行研究の指摘

に対し対応しつつ,イメージやテーマをもって創作

する意図がある 11). 

3 つ目として,ステップの練習方法が変更された.

望月ら(2013)では,授業ごとにステップを一つずつ

習得し,最後にすべてのステップを用いた発表会

を行っている.新教授方略を作成するにあたって,

中学校体育を専門とする教員と体育科教育を専

門とする大学教員と協議を行った.その結果,複数

の技能を習得する教授方略を作成する際,1 単位

時間にひとつの技能を習得させるよりも単元を通

して複数の技能を復習しながら進める教授方略

が有効であるという指摘がみられた.この指摘をふ

まえ,前回習得したステップを復習する方法を採

用することとなり,教授方略を変更した. 
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表 5 ‟現代的なリズムのダンス”新教授方略(筆者作成) 

 

表 6 「多様なテーマ」や「表したいイメージ」のヒントとなるステップ一例(ADHIP(2008)を参考に筆者作成) 

 

以上 3 つの変更点をふまえ,本研究における新

教授方略は 3 つの要素から構成される. 

1 つ目は,導入部分である.具体的には,ダンス

をするうえで前提知識となるリズムの特徴・捉え方

を説明し,ステップを習得するうえで必要となるアッ

プ・ダウンを実践する部分である.共通ストレッチで

は,ペアまたは 3 人によるストレッチを行ったうえで,

体幹部(主に胸部と腰)を動かす運動を行い,リズ

ムをとるうえで必要となる体の動かし方を学ぶ.つ

づいて,リズムの特徴・捉え方の説明部分では現

代的なリズムの曲がどのようなリズムで構成されて

いるか解説したのち,生徒とともに手拍子を用いて

リズムをとる練習を行う.そして,アフタービートやシ

ンコペーションという変則的なリズムの捉え方につ

いて解説を行う.アップ・ダウンの実践では,前述し

たリズムの取り方をふまえて手拍子を行いながら

膝を曲げ,アップ・ダウンのリズムを捉える練習を行

う.その際,生徒の半分をアップのリズム,もう半分に

ダウンのリズムを行わせアップとダウンのリズムが

明確に異なることを体感させる方法を用いる.その

後,冒頭で行った共通ストレッチにおける体幹部

の動かし方をふまえ,体幹部を連動させたアップ・

ダウンのリズム取りに挑戦する.なお,アップとダウ

ンのリズムは各ステップを行う際にも必要となる技

能であることから毎時間ごとに復習する機会を設

けることが望ましい.最後に余裕がある場合に,実

際に用いるステップを一斉指導で行う. 

2 つ目は,実践部分である.単元の長さによって

用いるステップ数は変化すると予想されるが,一斉

指導によるステップ習得と,表６に示した「踊りの由

来」「創作のヒント」を用いたグループワークによる

創作を行う.例えば,ランニングマンであれば何か

を追いかけて走っている様子であることをヒントに
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リレーにおけるバトンをつなぐ様子を表現する踊り

などが考えられる. 

3 つ目は発表部分である.グループワークで練

習したステップ・創作を一連の流れとして発表す

る.また,発表自体に慣れていない事態を想定し,

実践部分にて仮発表を一度行う.仮発表の時点

である程度発表の流れを掴んでおき,流れをふま

えた上で本発表を行う.なお,本研究で提案した教

授方略は「知識,思考・判断」における「ダンスの

名称や用語」を反映していることから第 3 学年を

想定している. 

 

Ⅳ.まとめと課題 

本研究の目 的は,中学 校学習指 導 要領及び

学習指導要領解説保健体育編に示されている‟

現代的なリズムのダンス”授業に関する解釈を整

理し問題点を明らかにした上で,新たな教授方略

を提案することであった.当該目的に対する結論

は,以下のとおりである. 

 

1. これまでの‟現代的なリズムのダンス”における

教授方略では,「自由に踊る」という部分に対

する解釈が複数あり,「模倣型」「模倣・組み合

わせ型」「模倣・変化型」「相互模倣型」の 4 つ

に分類することができる 

2. 過去の‟現代的なリズムのダンス”教授方略を

検 討 した結 果 ,学 習 指 導 要 領 解 説 における

「知識,思考・判断」の内「踊りの由来」「動きの

名称」が反映されておらず,「技能」の内「多様

なテーマ」「表したいイメージ」が反映されてい

ない.ゆえに,すべての要素を網羅した教授方

略は見当たらなかった 

3. 新しい教授方略として,既存のステップを用い

ることにより「踊りの由来」「動きの名称」を反映

させたうえで,「踊りの由来」を抽象化した表現

により一定の決まりを設けたうえでテーマやイ

メージをもって創作する方法を提案した 

 

本研究の課題として,結論に示した教授方略の

妥当性が検証されていないことが挙げられる.特

に,本研究で提示した教授方略を,現場の体育教

師がどこまで実践できるかという点については判

断がつかず,論理的には学習指導要領解説に記

載された内容を反映していても実践が困難である

可能性が考えられる.また,課題をふまえた今後の

展望として,本研究で提案した教授方略の実践研

究を実施することが必要と考えられる.実践に際し

ては,どのような環境を整えることで円滑に授業が

実施できるか検討したうえで,形成的授業評価や

診断的・総括的授業評価などの授業評価指標を

用いた分析が求められる. 

 

注 

1) 教授方略について,長谷川ら(1991, p.145)は

「明 確 な定 義 があるわけではない」としたうえで,

「目標の設定が前提にされている」「その目標を

達成するために操作できる重要な要因は教材構

成とコミュニケーション活動の組織である」「それら

の時間配分を考慮しての順序性がみられる」とい

う特徴を述べている.本研究では,学習指導要領

という目標の設定が前提にある学校体育のダンス

において,教師側の指導方法・指導内容が定まっ

ていないという課題を提示している.よって,教育心

理学などの領域で多く用いられている学習方略

ではなく,教授方略という表現を用いた.なお,学習

方略とは学習効果を高めることを目的として意図

的に行う活動(辰野, 1997)であり,学習者が提示さ

れた課題を反復して暗記する方法や与えられた

情報をグループ化,階層化するなど学習者側が

学習の間に何をするか検討するものである.ゆえ

に,本研究で論じる教師側が教授の間に何をする

かという教授方略とは意味が異なる. 

 

2) 教授方略上の問題が発生する要因として,以

下に示す2点が考えられる.第一の要因として「教

材 研 究 の 機 会 が 不 十 分 」 ( 中 村 ・ 浦 井 ， 2005, 

p.18)であり，「研修・研究の時間がとれない」(中

村, 2010, p.482)という教師の授業研究環境が挙

げられる.その結果,ダンス授業を行っている教師

は「知識不足に対する不安」「指導経験不足に対

する不安」「授業構成に対する不安」「生徒に対

する不安」「指導法に対する不安」と５つの不安要

素 を抱 えていることが指 摘 されている (山 口 ら, 

2015, p.310).一例として「現代的なリズムのダンス
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は,専門的なステップが教えられるか(子どもの方

がうまい)」(山崎, 2013, p.76)などがある.つまり,ダ

ンス授業に対する不安がありつつも習得する機会

や時間がないという授業研究環境から,学習目標

に到達していない授業が行われる実態があると考

えられる.第二の要因として,ダンスと武道が男女

別修で行われた時代が長く続いたことが考えられ

る.「女性の体育の先生は学校に一人で,男性の

体 育 の 先 生 は 複 数 配 置 さ れ て い る 」 ( 佐 々 ら , 

2010, p.13)実態がある中,「体育・スポーツ分野に

おいては男性指導者が圧倒的多数であり,そのほ

とんどが学校教育においてダンスを体験する機会

はなかった」(中村ら, 2014, p.232)ため,ダンスを

指導できる教師が少ないと推測される.そして,創

作ダンスやフォークダンスと比較して導入が遅い‟

現代的なリズムのダンス”は,特に指導経験が少な

いと考えられる. 

 

3) 詳細についてはⅡ.先行研究の検討において

解説を行う. 

 

4) 既存の動きとは「例えば,ボックスステップやラ

ンニングマン」(大西ら, 2016, p.38)といったステッ

プが挙げられている。また,「振付」とは「教師が予

め準備している振り付け」である.大西ら(2016)が

既存の動きと振り付けという用語を分けて解説し

ていることから,二つの用語は別の意味を指してい

ると推測される.大西ら(2016)の研究において振

付を用いていると分類した研究の一つとして内山

ら(2013)があり,論文内に記載されている指導案

では教師のリードによる複数ステップを習得したう

えで「７つの動きをつないだコンビネーションを覚

える」(p.104)「３つの動きをつないだコンビネーショ

ンを覚える」(p.105)と書かれている。ゆえに,大西

ら(2016)は,単一の既存の動きを複数つないで踊

った状態を振付と表現していることが推測される. 

 

5) 既存の動きや振付を創作するとは,「一定の動

きの習得を先の学習とし,後にそれらにアレンジを

加えたり,組み合わせたりして創作する学習」(大

西ら, 2016, p.39)である. 

 

6) 代表的なステップとして,大西ら(2016)の研究

で既存の動きの例示として挙げられているほか,

内山ら(2016)による‟現代的なリズムのダンス”授

業の研究においても指導案内に採用されている

ランニングマンが挙げられる. 

 

7) 解釈の範囲内とは,ストリートダンス系のステッ

プを用いた授業も学習指導要領に記載された内

容の解釈の一つとして含めてもよいのではないか

という意図を指す. 

 

8) 学習指導要領解説とは,「内容を明確にする

ために同省が作成する教員向けの冊子」であり,

「各出版社が教科書編集の参考にしている」(朝

日新聞, 2009, p.1)実態がある.学習指導要領解

説を元に作成した指導書で,教育現場において

用いられている一例として「ビジュアル 新しい体

育実技」（岡出ら,2011）ではリズムの特徴として学

習指導要領解説に記載してある「アフタービート」

「シンコペーション」などが図解入りで解説されて

いる. 

 

9) 特に, ‟現代的なリズムのダンス”においては

「知識,思考・判断」に関連する学習内容があまり

反映されていないといえる.例えば,学習指導要領

解説(2008)において,第3学年では「ダンスの名称

や用語」が記載されている. ‟現代的なリズムのダ

ンス”における「ダンスの名称や用語」を理解でき

るようにするためには,特定の踊りやステップ,リズ

ムなどの名称を用いた授業内容にする必要があ

る.また,「踊りの由来」という記載内容では「様々な

文化の影響を受け発展してきたことなどを理解で

きるようにする」と書かれていることから, ‟現代的

なリズムのダンス”において過去に存在した特定

のダンスを取り上げ,そのダンスがどのような文化

に影響され発展してきたか説明できるような動きを

用いる必要があると考えられる.このような実態を

ふまえて,細川(2014)は「指導法を検討するにあた

っては,やはりヒップホップダンス等リズム系のダン

スについてその歴史や文化,踊りの意味を我々は

もっと学んでいかなければならない」と指摘してい

る. 
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10） 望月ら(2013)で用いられている動きは,いず

れも動きの由来が示されている.例えば,ランニン

グマンはアーノルド・シュワルツネッガー主 演 の

「running man(日本名 バトルランナー)」の中で,

シュワルツネッガーがずっと走り続けているように

見える動きがあったことから生まれた動きとされて

いる(ADHIP, 2008). 

 

11) 本研究で示したステップは一例であり,ほかの

ステップを用いる方法も考えられる.また,記載した

ステップでは当時話題となっていた映画やニュー

スなどで用いられた動きをヒントに作成された経緯

があり, ‟現代的なリズムのダンス”においてもフォ

ークダンスのような日常動作の模倣から生まれた

ダンスがあることを伝える意図も含まれる.そのため,

発展的な学習として授業が行われている時期に

話題となっている映画やアニメ,ニュースなどで用

いられた動きをヒントに生徒が新たに動きを生み

出すという創作活動も可能である. 
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